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安
 

     
 

安
濃
町
は
、
古
く
か
ら
藤
堂
藩
の

穀
倉
地
帯
と
し
て
発
達
し
て
き
た

地
域
で
、
新
津
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
ま
す
。 

 

安
濃
消
防
団
は
、
明
治
三
十
二
年

村
主
村
い
ろ
は
三
組
の
消
防
組
を

設
置
、
昭
和
十
四
年
に
安
濃
五
カ
村 

(

安
濃
、
村
主
、
神
戸
、
櫛
形
、
安

東)

警
防
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

戦
後
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
勅

令
消
防
団
令
で
、
村
主
警
防
団
を
消

防
団
に
改
称
し
、
以
後
各
村
の
警
防

団
を
廃
止
し
消
防
団
発
足
と
な
り
、 

昭
和
三
十
年
二
月
に
安
濃
村
消
防

団
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
の
町
制
施

行
に
よ
り
、
安
濃
町
消
防
団
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
団
員
百
十
三
名
が
一
丸
と

な
り
、
町
内
の
火
災
は
も
と
よ
り
、

台
風
、
豪
雨
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
の

被
害
軽
減
に
、
ま
た
、
予
防
活
動
な

ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
、
人
命
第

一
と
考
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

私
は
、
平
成
十
八
年
一
月
に
団
長

を
拝
命
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
十
年
余 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
消
防
団 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活
動
で
、 

                   

幾
多
の
災 

                   

害
に
携
わ               

 
 
 
 
 
 
 

さ
ま
ざ
ま
な
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
た
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
、
特
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
長
谷
山 

の
中
腹
で
の
産
業
廃
棄
物
処
理
工

場
で
、
二
名
の
負
傷
者
が
発
生
し
た

火
災
事
案
で
、
麓
の
池
か
ら
の
遠
距

離
送
水
を
消
防
職
員
と
連
携
し
て

行
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
平
成
十
六
年

九
月
に
襲
来
し
た
台
風
二
十
一
号

で
は
、
穴
倉
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
一

部
の
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
し
、
住

民
の
避
難
誘
導
や
救
護
に
あ
た
っ

た
経
験
な
ど
を
活
か
し
、
今
後
の
団

員
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

近
年
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海

地
震
の
発
生
に
備
え
、
自
主
防
災
会

に
対
す
る
訓
練
指
導
も
行
っ
て
お

り
、
市
民
に
最
も
身
近
で
地
域
に
即

し
た
活
動
を
志
し
て
い
き
ま
す
。 

全
国
で
は
毎
年
、
約 

 
 
 
 

六
万
件
の
火
災
が
発
生 

 
 
  

生
し
、
お
よ
そ
二
千
人 

       

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て 

       

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

特
に
秋
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

冬
に
か
け
て
は
、 

 
 
 
 
 
 
 

暖
房
器
具
な
ど 

 
 
 
 
 
 
 

所
で
火
気
を
使 

 
 
 
 
 
 
 

う
機
会
が
多
く 

 
 
 
 
 
 
 

な
り
、
空
気
も 

 
 
 
 
 
 
 

乾
燥
す
る
な
ど
、 

 
 
 
 
 
 
 

火
災
が
発
生
し 

 
 
 
 
 
 
 

や
す
い
季
節
と 

 
 
 
 
 
 
 

な
り
ま
す
。
こ 

 
 
 
 
 
 
 

の
時
期
を
と
ら 

 
 
 
 
 
 
 

え
て
、
今
一
度 

 
 
 
 
 
 
 

一
人
ひ
と
り
が 

 
 
 
 
 
 
 

火
災
の
発
生
を 

 
 
 
 
 
 
 

未
然
に
防
止
し
、 

 
 
 
 
 
 
 

死
者
の
発
生
を 

 
 
 
 
 
 
 

減
少
さ
せ
、
財 

 
 
 
 
 
 
 

産
の
損
失
を
防 

 
 
 
 
 
 
 

ぐ
こ
と
を
目
的 

 
 
 
 
 
 
 

と
し
て
、
十
一 

 
 
 
 
 
 
 

月
九
日
か
ら
十 

 
 
 
 

五
日
ま
で
の
七
日
間
、 

 
 
 
 

全
国
一
斉
に
火
災
予
防 

 
 
 
 

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
  

当
消
防
本
部
に
お
い

て
も
、
期
間
中
に
一
般
住
宅
防
火
診

断
、
各
自
治
会
単
位
の
防
火
指
導
の

ほ
か
、
学
校
、
事
業
所
で
の
防
災
訓

練
、
病
院
や
大
規
模
店
舗
、
ま
た
、

危
険
物
施
設
な
ど
へ
の
立
入
検
査

を
行
い
ま
す
。 

本
年
は
、「
消
さ
な
い
で 

あ
な

た
の
心
の 

注
意
の
火
。」
を
全
国

統
一
標
語
と
し
、
住
宅
火
災
に
よ
る

高
齢
者
な
ど
の
死
者
や
、
放
火
火
災 

を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
た
め
の
火

災
予
防
対
策
を
推
進
し
ま
す
。 

    

 

津市安濃消防団長 

川 本 宗 和 

安安

濃濃濃

消消消

防防防

団団団

紹紹紹

介介介   

家家  庭庭  職職 場場  のの 防防 火火 再再  点点 検検

秋秋のの火火災災予予防防運運動動期期間間 11 月９日から 15 日 

住住宅宅防防火火  いいののちちをを守守るる  ７７つつののポポイインントト  

３３つつのの習習慣慣・・４４つつのの対対策策  

  

３３つつのの習習慣慣  

●●  寝寝たたばばここはは、、絶絶対対ににししなないい。。  

●●  スストトーーブブはは、、燃燃ええややすすいいももののかからら離離れれたたととこころろでで使使用用すするる。。  

●●  ガガススココンンロロななどどののそそばばをを離離れれるるととききはは、、必必ずず火火をを消消すす。。  

４４つつのの対対策策  

●●  逃逃げげ遅遅れれをを防防ぐぐたためめにに、、住住宅宅用用火火災災警警報報器器をを設設置置すするる。。  

●●  寝寝具具やや衣衣類類、、カカーーテテンンのの火火災災をを防防ぐぐたためめ、、防防炎炎製製品品をを使使用用すするる。。  

●●  火火災災をを小小ささいいううちちにに消消しし止止めめるるたためめ、、住住宅宅用用消消火火器器等等をを設設置置すするる。。  

●●  おお年年寄寄りりやや体体のの不不自自由由なな人人をを守守るるたためめ、、隣隣近近所所のの協協力力体体制制をを作作るる。。  

 地域住民に指導する消防団員 

・ 


